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中央防災会議 

「大規模水害対策に関する専門調査会」（第４回） 

議事録 

 

平成１９年３月１５日（木） 

ホテルフロラシオン青山 ３階 「孔雀」 

 

開 会 

 

○池内参事官 それでは、定刻になりましたので、ただいまから中央防災会議「大規模水

害対策に関する専門調査会」の第４回会合を開催させていただきます。 

 委員の皆様におかれましては、本日はご多忙のところをご出席いただきましてまことに

ありがとうございます。 

 まず、審議に先だちまして、平沢内閣府副大臣からごあいさつ申し上げます。 

○平沢副大臣 防災を担当しております内閣副大臣の平沢勝栄でございます。 

 委員の皆様方におかれましては、本日はご多用中のところ、ご出席賜りまして心からお

礼を申し上げたいと思います。 

 中央防災会議の大規模水害対策に関する専門調査会、第４回の会合に当たりまして一言

ごあいさつを申し上げたいと思います。 

 国民の皆様方の安全、安心を確保するということは、政治、そして、行政に携わる者の

最も基本的な任務でございますけれども、その一つとして、大規模水害対策に関していろ

いろと検討を進めておくこと、万が一に備えることが危機管理上大変に重要なことと考え

ているわけでございます。 

 私の住んでいるのは東京都の葛飾区でございますけれども、ここもゼロメートル地帯で

ございまして、今住民の皆さんはほとんど忘れていますけれども、昭和２２年はカスリー

ン台風がありまして、葛飾区の家屋のほとんどが床上浸水というような惨状を呈したわけ

でございまして、その２年後にはキティ台風というのもありまして、このときも高潮によ

りまして大きな被害を受けたわけでございます。 

 葛飾区を中心とした下町はゼロメートル地帯でございますけれども、同じようにアメリ

カのニューオリンズ市もゼロメートル地帯でございまして、ここはハリケーン・カトリー



 -2- 

ナ災害がありまして 1年たったわけでございますけど、その被害からまだ回復していない

わけでございまして、市民の皆さん方の半数がまだ戻ってきていないということを聞いて

おりまして、市民生活に不可欠な学校、あるいは、病院といった社会機能もまだ半分ほど

しか回復していない、機能していないということを聞いているわけでございまして、多く

の生命、財産はもとより、生活の基盤である地域社会も大きな痛手をこうむってまだ回復

してないわけでございます。 

 こうした大規模水害が生じることを防ぐためには、治水施設の整備などを進めていくこ

とが基本となるわけでございます。しかしながら、不幸にして万が一こうした大規模な水

害が起こってしまった場合には、それを想定したふだんからの備え、準備をしていくこと

も国の重要な努めであると考えているわけでございます。 

 本専門調査会では、まさにカスリーン台風のような大規模水害が万が一首都地域で発生

した場合の対策につきまして審議をお願いしているわけでございます。繰り返しますけれ

ども、国民の皆様方の安全、安心を守るというのは国家の最も基本的な責務であるわけで

ございまして、国を挙げて総力を結集して早急に大規模水害対策を講じていかなければな

らないと考えているわけでございます。 

 委員の皆様方におかれましては、本日もこれまでの豊富なご経験、そして、深いご見識

をもとに活発なご議論を進めていただきますよう心からお願いを申し上げましてごあいさ

つにかえさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

 ありがとうございました。 

○池内参事官 どうもありがとうございました。 

 本日は木津委員、重川委員、田中淳委員、森地委員はご都合によりご欠席でございます。

それから、秋本委員、岸井委員、長友委員、山脇委員におかれましては後ほど見えられる

予定でございます。 

 議事に入ります前に、お手元に配付しております本日の資料の確認をさせていただきた

いと思います。議事次第、座席表、委員名簿、開催予定の次に、資料１、資料２、資料３、

資料４、資料５、資料６、資料７、資料８、資料９がございます。 

 それから、大きな図面を畳んだものがございますが、参考資料１、参考資料２、参考資

料３、参考資料４、参考資料５、それと、非公開資料１と非公開資料２がございます。 

 ございますか。 

 それでは、以下の進行は秋草座長にお願いしたいと思います。秋草座長、よろしくお願
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いいたします。 

○秋草座長 秋草でございます。 

 議事に入ります前に、議事要旨及び議事録及び配付資料の公開について申し上げます。 

 まず、議事要旨については調査会終了後、速やかに作成し、公表し、詳細な議事録につ

きましては調査会にお諮りの上に一定期間を経過した後に公表したいと思います。よろし

くお願いします。 

 なお、各委員にご自由にご意見をいただくということで発言者を伏せた形で作成させて

もらいますのはいかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○秋草座長 異議ないということで、それでは、そのように取り扱わせていただきます。 

 また、本日の資料については参考資料、非公開資料を省きまして公開することにいたし

ます。 

 早速議事に入りたいと思いますが、本日は２時間半と長い会合となっておりますので、

途中で適当なところで休憩をとらせていただきますのでよろしくお願いします。 

 まず初めに、本日の議事のポイントについて確認したいと思います。資料１、Ａ３の横

長をご覧ください。本日の議事は赤字で第４回と書いてあるところでございます。今まで

の１回、２回、３回とこれからの予定も含めて書いてありまして、今回の第４回の位置づ

けという形で書いてありますので、そういう前提でご覧になっていただければありがたい

と思っていますので、よろしくお願いします。 

 議事の１）として、大水害対策に対する現状の備えについて、本日は電力、ガス、通信、

地下鉄の各機関の方にご説明をお願いしております。次に、前回議論のありました浸水想

定の基本的な考え方について、どのように検討を進めていくかについて審議したいと思い

ます。もう一点は、検討課題と被害想定項目と書いてありますが、定量的あるいは定性的

に被害像を検討すべき課題について審議したいと思います。よろしくお願いします。 

 それでは、１）の議題、「大規模水害に対する現状の対策」について入りたいと思いま

す。 

 進め方でございますが、まず電力、通信、ガス、地下鉄の順に各１０分程度の説明をお

願いしたいと思います。短いかもしれませんが、資料がたくさんございますので要領よく

お願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。皆様の発表が終わった後にまとめ

てご質問を賜りたいと思っています。 
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 早速ですが、東京電力の古谷様からご説明をお願いいたします。よろしくお願いします。 

 

資料説明 

 

○東京電力（古谷） 東京電力の古谷でございます。 

 それでは、電力関係の水害対策からご説明させていただきます。着席させて説明させて

いただきます。 

 では、資料のほうをお願いいたします。目次の次のところまで進めていただけますでし

ょうか。 

 説明に当たりまして、まず電力設備の概要について確認をしていただきたいと思います。 

 上の段に漫画で描いてございますけれども、電力系統と申しますと、大型の発電所から

需要の中心、例えば首都圏といったようなところへ向けて大容量で高電圧の送電線で電気

を持ってまいります。下段、真ん中の写真が架空送電線と鉄塔で支持をしているタイプの

送電線でございますけれども、これ以外にも地中送電線と申しまして、同じく大容量の絶

縁をした地中ケーブルで送電しているケースもございます。 

 その後、真ん中の線で左から右へ向けて、変電所の変圧器で次第に電圧を下げながらお

客さまのところに電気をお配りしてまいります。一部工場など大口のお客さまですと直接

送電線に接続していただいて電気をご使用いただくケースもありますし、最終的には右端

のほうに、電柱の絵がかいてあると思いますが、私どもは配電線と呼んでおりますけれど

も、１００ボルト、２００ボルトに落としてご家庭へ電気をお届けしている状態でござい

ます。 

 配電線にも、配電柱にのっております架空の配電線と、地中の配電方式がございまして、

右下のイラストでございますけれども、やはり絶縁した電力ケーブルで地中の管路などを

使ってお客さまのところに電気を持ってきているパターンもございます。この場合は、路

上等にキャビネットといいまして、こういった箱のようなものが立っている絵がございま

すけれども、この中にはやはり変圧器でありますとかスイッチの類、こういったものが格

納されてございます。 

 では、次のスライドをお願いいたします。 

 防災対策の基本方針でございますが、私どもとしましては、非常災害の発生をまずは防

止すること。また、発生した場合には、災害の規模を軽減し、早期に健全な状態に復旧す
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るというふうに考えてございまして、そのために災害に強い設備づくり、それから、的確

な保守を行うこと。さらに、設備が被災して被害が出た場合には多重化した設備を利用し

て、例えば停電した送電ルート以外のルートに供給ルートを切りかえてお客さまの停電を

まず解消していくといったような手順をとります。もちろん、１００％必ず切りかえがき

くというわけではございませんけれども、重要な部分等については多重化が完了している

ということでございます。 

 その後、最終的な被害の復旧に関しましては、資機材や工事力、指揮体制などを確保し

てまいります。 

 これらの行動に当たりましては、人身安全の確保と人命の尊重が最優先と考えておりま

して、電力供給はそれが可能な限りにおいて継続するというふうに考えております。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 実際の水害対策の決まり事でございますけれども、昭和３４年の伊勢湾台風を契機にし

て、昭和３６年９月に非常災害対策要綱を制定しまして、伊勢湾台風並みの水害を想定し

た対策をすることに決定いたしました。その後、昭和５２年にこれを元にしまして対策設

計基準を取りまとめておりまして、以降これを改定しながら使用しております。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 その設計基準の中身でございますけれども、原則はできるだけ水害対策が不要な地点を

選定しましょうということにはしておりますが、これを厳密に運用しますとお客さまのと

ころに電気をお届けすることはできませんので、種々の条件を考慮しながら設備対策を講

じるというふうにしております。 

 洪水に対しましては、まず原則的には敷地の地盤高を河川に定められております計画高

水位以上の地点にするということを基本としておりますが、これができない場合には、建

物や機器の基礎をかさ上げするとか、防水壁、排水設備などを設置する対策を講じること

としております。 

 高潮に関しましては、計画高潮位以上の地盤高とすることが原則でございますが、例え

ば周辺が堤防などで保護されているような場合にはこの効果を期待しているというケース

もございます。そのほか、必要な防護施設については洪水の場合と同様です。 

 次のページをお願いいたします。 

 これが事例のイメージでございますけれども、左の上側の写真は、地下への入口のとこ

ろに防潮板を設けた例、その下は、防潮扉という形で対策を実施しているところでござい
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ます。右の下は変電所に地中ケーブルが外部と出入りしているところで管口といいます。

破線の丸で囲っておりますが、管口防水装置といいまして、パッキンが入ったようなもの

で水が入ってこないような対策をしております。 

 次へ進んでいただけますでしょうか。 

 そもそも電力設備が水に浸かるのを嫌うのか、何が困るかということですけれども、上

の写真の変電所をご覧下さい。ここに映っているのは一種のスイッチ類でございますが、

ご覧いただく写真の下のほう、人間が立って手が届くぐらいの距離にあるタンク、あるい

は、ケーブルといったものはもともと絶縁がきちっとされて、固体の絶縁がされておりま

すので、ここに水がきても直接電力回路が被害をこうむることはございません。 

 しかしながら、上のほうの電線のようなものとか、ぎざぎざした碍子のようなものの上

部につきましては空気で絶縁をしておりますので、ここまで水がかぶってしまうと絶縁が

破壊されて電気が送れなくなってしまい、設備が停止してしまうという形になります。 

 下の段の写真ですけれども、これはもうちょっと電圧の低い６,０００ボルトの開閉装

置です。箱に入っておりまして、電力線が入っている部分は個体で絶縁されておりますけ

れども、このスイッチを動かす機械だとか、それを制御する電子機器、基盤類、そういっ

たものが下のほうに格納されておりまして、この箱自体は水にすっぽり浸かることを想定

して設計しておりませんので、これが全て浸かってしまいますと、いきなり停電はしない

かもしれませんが、制御装置などが稼働しなくなる可能性がございます。そういうことで

すので、こういった機器はある程度のところ以上には水がきてほしくないということにな

ります。 

 具体的に、各設備の被害想定でございますが、次へ進んでいただけますでしょうか。 

 まずは架空の配電線でございます。これにつきましては、充電部は地上からある程度高

いところにございますので、通常の水害で直接これが浸かってしまうということはめった

になかろうと考えております。 

 ただ、非常に流速の早い水が流れて根本のところが洗掘されてしまうという場合には、

過去に電柱が倒されてしまったり流されてしまったりしたというケースはございました。 

 地中の配電設備につきましては、先ほど申し上げましたようにケーブル自体は水に浸か

っても何ていうことはないんですが、このキャビネットの中にある機械あたりまで水没を

してしまうと、そこに関係するところの電気が止まってしまうという可能性がございます。 

 それから、変電所や送電設備につきましては、先ほどご覧いただきました鉄塔のような
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ものはかなり高さがありますので問題はございませんし、地中送電線につきましても、そ

れ自体は水に浸かっても何ら問題はございませんけれども、変電所等につきましては、あ

る程度の深さまできますと絶縁が破れたり制御機能を喪失したりする可能性があるという

ことでございます。 

 次のページへお願いいたします。 

 これ以降、ソフト関係に移りますけれども、「防災対策の流れ」ということで、平常時

は設備の防災機能維持とかソフト面の整備などを行っておりますが、警戒体制に入った場

合は臨時の巡視でありますとか防潮板装置などの事前対策を実施いたします。発災して実

際に被害が起きますと、まず自動的な切りかえシステムがございまして、これが機能でき

る範囲の停電を自動的に復旧いたします。 

 続きまして、２４時間常駐しております３交代の職員、運転職員がおりますので、その

職員が広範囲の切りかえ操作を行って停電の解消に努めます。 

 最終的に設備を復旧するに当たりましては、保有している資機材ですとか協力企業の応

援体制などの力もお借りしまして復旧を進めてまいります。 

 下から２段目のところが体制面でございますけれども、発災後直ちに非常態勢を発令い

たします。非常災害対策要員というのがおりまして、これが１次対応で参集しまして対策

本部を立ち上げまして、以降復旧活動へと引き継いでまいります。 

 次のページをお願いいたします。 

 通信関係でございますけれども、電力用の通信ネットワークというのは独自の専用回線

を形成しておりますので、社内間の通信施設は公衆回線の渋滞等には影響を受けることは

ございません。 

 以下、体制関係については、説明を割愛させて頂きます。 

 訓練の関係につきましては、社内での訓練をもやってございますし、水害に関しまして

は東京消防庁殿の水防訓練といったものにも参加しております。 

 次、お願いいたします。 

 平常時の広報関係につきましては、非常時における注意点のパンフレットを配るとか、

それから、発災時には他のインフラと共同したマスメディアとの協調なども準備してござ

います。 

 それでは、最後のページをお願いいたします。 

 最後に、弊社のみでは達成できない点について２点お願いを申し上げたいと思います。 
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 １点目は、お客さまの電力設備に関してでございます。例えばビルの地下部等に設置さ

れたお客さまの設備ですと、なかなか完全な水害対策というのが施されてないということ

が多うございますので、水害時にはこれらが停電するという可能性が高いと考えておりま

す。 

 これによって、その他のお客さまに停電が波及するというケースも考えられますので、

お客さまご自身においてご自分の水害対策をすぐ進められるよう、国並びに自治体からご

指導をお願いしたいと考えています。 

 ２点目は、当然のことでありますが、電力供給の再開を安全、迅速に行うためには、国

並びに自治体からのタイムリーな情報提供が不可欠と考えておりますので、こちらのほう

もよろしくお願いしたいと思っています。 

 以上でございます。ありがとうございました。 

○ＮＴＴドコモ（伊藤） 続きまして、ＮＴＴドコモの災害対策室の伊藤でございます。

ＮＴＴグループ全体としまして、水害対策の現況についてご説明をさせていただきます。

座って失礼させていただきます。 

 「ＮＴＴグループの水害対策」ということで、基本的な考え方から順番にお話をしてい

きます。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 防災対策、特に水害対策の基本的な考え方でございます。通信ビル等拠点ビルにおきま

しては、既往水害の履歴及び自治体が算定しますハザードマップを参考にいたしまして、

それまで地域ごとに独自にやっておったのが、１９９９年度に水害対策設計基準というも

のを策定いたしまして、原則過去の水害、これは河川氾濫、内水氾濫、高潮、津波等です

けれども、その浸水より高い場所に拠点ビルを設置するということを決めております。 

 そうは申し上げましても、浸水より高い場所が確保できない場合がございます。この場

合には調査をして水害対策を実施しております。 

 また、そういう建物関係ではなく、システム的にケーブル断とか、また、停電に備えた

高信頼化対策を実施しております。 

 続きまして、次のスライドでございます。 

 実際、これが水害対策の基本的な考え方を絵にしたものでございます。海辺におきまし

ては、高潮とか津波の想定水位レベルを計算いたしまして、そこから、また建物を建てる

ところまでの海岸からの距離、これを両方勘案いたしまして場所を決めております。また、
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その場所等によって水防対策が必要なところはそれぞれの対策を決めております。 

 河川のほうにつきましても、河川の高水位レベルというものを計算いたしまして、そこ

から距離とやはり高さで設置の場所を決めております。 

 次、お願いいたします。 

 具体的な水害対策といたしまして、まず、ビル内への浸水を防ぐために水防板と水防扉

の設置と、また、土のうを配備してございます。水防板につきましては、高さは局上によ

って非常に高い水圧がかかりますので、あまり高いものは水防板としては適さないことも

ございます。ある程度の高さが想定される場合にはもう水防扉ということで実施をしてお

ります。 

 交換機等の主要な電気通信設備につきましては、必要となる浸水対策等を完全に担保で

きるＮＴＴグループのビル内に設置をしております。 

 それから、私どもは携帯電話の地上設置基地群につきましては、これも原則浸水の可能

性が高い場所への設置は避けておりますけれども、何せ数がやはり多くなりますのでどう

してもそういうところに置けないところが多々あります。そういう場所におきましては、

可能な範囲で電気通信設備のかさ上げを実施しております。また、ビルの設置基地局アン

テナのビルに置きますアンテナにつきましては屋上に設置しておりまして、浸水の影響は

少ないと考えております。 

 民間ビルに設置をさせていただいておりますけれども、そのアンテナにつきましては、

特に民間ビルは新耐震基準法の制定以降に建築されたビルの屋上に設置してございます。

ビルの浸水対策につきましては、民間ビルの基準に依存をしております。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 これが具体的な写真でございます。左上のものが拠点の通信ビルに設置しております水

防板の絵でございます。それから、上の真ん中の左から２番目がビルの上に載っけており

ますアンテナでございます。あの白い箱の中に無線機とか、あと、非常用のバッテリーと

かが入ってございます。その右のほう、これが実際に基地局をかさ上げしているところの

絵です。これは東江戸川、江戸川のあたりにある基地局の一つなんですが、アンテナは鉄

塔が見えておりますけれども、その横にあります箱がございます。それが無線機とか電池

が入っておりまして、それを大体２メートルとかその場所に応じてかさ上げをしてござい

ます。 

 次をお願いいたします。 
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 続きまして、通信設備の高信頼化対策といたしまして、交換局間をつなぐ通信ネットワ

ークにつきましては多ルート構成としております。仮に通信経路の寸断が発生いたしまし

ても、迂回することで通信寸断の系統波及を防ぐ構造としております。これは１９６８年

の十勝沖地震を契機にこのようなことを抜本的に改善いたしまして、このような構成を今

全てとっております。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 ほかに具体的な通信設備の高信頼化対策といたしまして、拠点施設間をつなぐ通信ケー

ブル類につきましては、地中の洞道とか管路、また、架空に設置されておりまして、浸水

の影響を受けにくくしてございます。地中の洞道やマンホール内は万が一浸水を想定しま

してケーブルの接続部の止水対策を実施しております。さらに、ケーブル内には乾燥空気

の充てんをしておりまして、これによって浸水を防止しております。そうは申しましても、

土砂崩壊等の大規模な外力を受けた場合にはこれは寸断の可能性がございます。 

 それから、拠点施設の非常用電源設備としまして、蓄電池のほかに一部発電機を設置し

ております。この一部と書いてございますが、ほとんどのところ、拠点ビルには発電機が

ございまして、一部張り出し用の小さな交換局については電池のみというところがござい

ます。この発電機は約１０時間から３０時間ぐらいまでの運転が可能なように燃料等を準

備しております。発電機の燃料は備蓄しているんですけれども、商用電源回復までの運転

による燃料枯渇を防ぐために、専門業者と災害時の供給契約を締結しております。燃料が

枯渇しないように常に供給できるという体制をとってございます。 

 携帯電話の基地局につきましては、先ほどお見せしましたとおり、蓄電池を設置してお

ります。先ほどの写真のとおりでございますが、ビル設置の基地局につきましては屋上に

設置をしております。民間ビルの設置の場合は、平常時、民間ビルの配電設備を通じて自

電するという設計になっております。 

 次のページをお願いいたします。 

 もう一度同じような写真ですが、左上のところが蓄電池に特化した場所を示しておりま

す。真ん中が洞道の中の写真でございます。丸い缶のようなところがケーブルとケーブル

の接続ポイントになっております。缶で封印して、中を乾燥ガスで充てんしております。

右の写真が発電用の大型エンジンの写真でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 「復旧・支援体制」でございます。まず固定電話、携帯電話とも、設備の故障やネット
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ワークの通信の異常を常時監視して制御するシステムを保有しております。通信サービス

断を速やかに発見しまして対処する体制を備えております。 

 また、サーバーや交換機等の設備は精密機器でございますので、水に浸かると使用不可

になります。当然交換が必要になります。サーバーや交換機内にある電気回路類はある程

度の備蓄を持ってございます。ですから、被害を受けても大体数時間以内に調達、もしく

は復旧が可能になります。ただ、ものによっては備蓄のないものもございまして、これに

つきましてはメーカーのほうから調達が必要になりますので、日数が必要となります。 

 次のページ、お願いいたします。 

 左上の写真が２４時間、３６５日、ネットワークを監視しているオペレーションセンタ

ーの絵でございます。全国を監視しております。右下の日本地図のほうにかいてございま

すが、全国を監視しておりまして、この中にちょっと書いてございませんけれども、無線

の基地局も含めて監視をしております。災害が発生した場合には、緑色のところに備蓄場

所、概要図としてかいてございますけれども、ある拠点、拠点に予備の物品を備蓄してお

きまして、そこから故障個所まで持っていって直すということをやっております。物がな

いものにつきましては、メーカーとか工場から持っていくこととしております。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 続きまして、またほかの復旧・支援体制でございますけれども、発災時はＮＴＴの災害

等対策規定に基づきまして、ＮＴＴグループ各社の災害対策本部との連携により復旧体制

を確立いたしております。ＮＴＴグループで防災業務計画というのをつくってございまし

て、それに基づきまして、グループ会社ごと、それぞれの災害等対策規定というものをつ

くってございます。具体的には、移動電源車とか移動基地局車とか、また、ポータブル衛

星等の駆けつけ体制を全国的に確立するというのがわかりやすい点だと思います。 

 続きまして、末端の需要家とつながっています加入者交換機が水害により通信設備が被

災した場合、これは当該交換機の管轄地域は局所的に通信が途絶になってしまいます。こ

の場合には、ポータブル衛星による災害用の公衆電話や、また、貸し出し用の衛星携帯電

話等によりまして復旧のための通信を確保してございます。 

 それから、携帯電話基地局のアンテナの機能に不良が発生した場合には、近隣のアンテ

ナの傾きを変えることによりまして、通話不可能なエリアを縮小するようなことをやって

おります。 

 あと、河川氾濫の水害が予想される場合につきましては、非常連絡体制を発動しまして、
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水防板とか水防扉の土のうの準備を指示いたします。ＮＴＴドコモなどＮＴＴグループに

つきましては、通信サービスの早期復旧のための社員安否とか災害対策の要員参集、この

ようなことを訓練を兼ねまして防災訓練を年１回以上実施しております。あと、地域単位

におきましては、個別に行政機関と連携して水防訓練も実施しております。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 これがポータブル衛星を用いました災害用公衆電話、それから、右がこれはドコモの防

災訓練の絵でございますけれども、防災訓練を実施しております。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 避難所の通信確保のために、各種の通信サービス、災害用の公衆電話とか衛星携帯電話

を災害時に提供いたします。あと、商用電源断の対策として、発動発電機とか充電器をお

客様用として提供したりしております。その他のｉモードの災害伝言板とか伝言ダイヤル

の安否確認ツール、それから、あと一部の地域につきましては、ＮＴＴの局舎の屋上を避

難所として提供してございます。 

 あとは、販売代理店におきまして、お客様へのいろんな被災情報の提供や、あと、携帯

電話の故障修理の体制強化をしております。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 左上のところが、これがＮＴＴの局舎の屋上の避難所の写真でございます。人間が上れ

る程度ですので、２階とか３階程度のビルでございまして、そこにはしごをつけまして避

難できるようにしてございます。右の絵は実際に災害のときに避難所等に特別な公衆電話

とか衛星電話をつけている絵でございます。 

 次のスライドです。 

 「自社以外の取り組みで必要になる事項」ということでお願いしている事項を申し上げ

ます。 

 １つとしまして、冠水地域の避難所等への災害対策用機器の運搬手段の提供を、ヘリコ

プターとかボート等の何かしらの準備をしていただけたらと思います。それから、水害発

生時に新たに必要となります通信設備復旧用車両の緊急通行証を早期に発行する制度の整

備をお願いしたいと思います。それから、災害対策にかかわる要員の宿泊場所とか車両と

か資材、この辺の置き場の確保をしていただけたらと思います。それと、交換機等の主要

通信機器収容ビルの電力の復旧順位を上げていただくとか、あと、アクセス道路の復旧順

位の優先化を可能な限りお願いしたいと思っております。あと、ガス発電通信ビル、コー
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ジェネレーションと呼んでいますけれども、ガスを使った発電をしているビルもございま

して、そこのガス供給の優先化も可能な限りお願いしたいと思っております。 

 次のスライドをお願いします。 

 これが今申し上げたポンチ絵でございます。ちょっと時間の関係で割愛させていただき

ます。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 想定を上回る大規模水害時の課題としまして、専門調査会で議論していただきたいとい

うことで、特にここに２点ほど挙げてございます。 

 １つは、通信サービス復旧を安全かつ早期に進めるために、必要な災害情報、これはラ

イフラインの情報とか道路情報、河川情報、また、浸水拡大予測情報、あと、橋の情報と

か、この辺のところを集約した災害情報集約センターのようなものをつくっていただきま

して、そこに我々の災害対策本部がアクセスすることによって、正確な情報、また、危険

度もわかるというようなシステムをつくっていただけないかなと思っております。 

 次のスライドをお願いいたします。 

 もう一点は、大規模水害時におきまして、現在指定されています避難所につきましては、

地震の想定が大多数ということで不適切な場所が多々あると想定しております。水害時の

避難所の選定方針を決めていただくこととか、あと、方法、それからあと、衛星通信を利

用しました通信手段の整備による避難所の早期通信サービスの確保を考えていただきたい

なと。避難所の想定ができますと、私どものドコモとしましては、重要基地局の選定をあ

らかじめしたりとか、復旧の体制を整えたりとかいろいろとできますので、ぜひお願いし

たいなということでございます。 

 以上、早口でございましたが、終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○東京ガス（坂口） 東京ガスの坂口でございます。「東京ガスの水害対策」ということ

でご紹介させていただきます。座らせていただきます。 

 １枚目をお願いします。次、お願いいたします。 

 まず、ガス管は地中に埋設しておりまして、もともとガスが漏れないような構造になっ

ています。密封構造ということでございますので、通常水害による被害というのは、まず

大きな被害というのは起こらないというのが基本的な我々のスタンスでございます。 

 そういうこともあって、非常災害対策としては地震をベースにした対災害体制、それを

水害でももしそういうことがあった場合には準用するというのを考えております。これは
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東京ガスの供給エリア、それから、東京ガスの供給エリアはグリーンで記載してございま

すけれども、それ以外に周辺にピンクでいろいろ色がついているエリアはほかのガス会社

でございます。都市ガスの場合には全国で２００以上の事業者がございますので、かなり

小さなエリアから、私ども東京ガスのエリアというのは首都圏の１都３県中心なんですけ

れども、それが一番大きいエリアでございまして、それでもお客様の数で１,０００万軒

くらいということでございます。 

 今回の水害ということで河川に目をつけますと、私どもの供給エリアの中では荒川、江

戸川、多摩川、このあたりが供給エリアを通っているというとこで、利根川はどちらかと

いうとほかのガス会社、あるいは、もうガスが供給してないエリアに相当するということ

でございます。 

 次、お願いいたします。 

 それから、都市ガスの供給システムでございますけれども、これは向かって左の上のほ

うから高い圧力で、右の下のほうにガスが流れていきます。グリーンの平面をかいてござ

いますけれども、これより下が地中に埋設しているものでございまして、基本的にガス管

は地中に埋設されていると。地上部に出ているのはこの写真で紹介しておりますような工

場の設備、それから、圧力を調整する高圧、中圧、低圧という３つの圧力がございますけ

れども、そのそれぞれのポイントのところで圧力を調整する設備、これをガバナと言って

いるんですけれども、それがございます。それから、一番お客様のところに近いところで

ガスメーターがございますけれども、このガスメーターがいろんな異常時のガスを遮断す

る仕組みを持ってございます。主なものというのは、例えば地震が来ると震度５弱程度以

上でガスをとめるというような仕組みでございますけれども、そのほかにもいろんな異常

に対する異常時のガスの遮断の仕組みがございます。 

 基本的には、低圧のところが一般のお客様向けで、ここでは拠点施設を左側のほうにか

いてございますけれども、中圧以上は主要な設備ということでございまして、中圧以上に

ついては遠隔監視の対照、コントロール等の対象になってございます。 

 次、お願いいたします。 

 それでは、ここではガス設備の水防力といいますか、供給時における影響評価なんです

けれども、基本的には先ほど申し上げましたように、ガスの供給は水の影響を受けにくい

と。それは先ほど申し上げましたように、密閉構造であるということで、気体が外に漏れ

ないということは水が侵入しないということでございます。 



 -15- 

 それから、もう一つ重要なことは、ガスの圧力調整というのは、ガスが自分の持ってい

る圧力を機械的に調整する機構を持っていまして、それで調整するということで電力が不

要であるということでございまして、基本的に電気を使っているのはどこかといいますと、

遠隔で監視・制御するというところでございます。それは２つ目の「付帯設備」と書いて

ございますけれども、遠隔監視・制御装置、これは電気を使っております。ここのところ

は地上に出ておりますので、それにつきましては浸水により故障する可能性があります。

だけども、再三申し上げますように、ガスの圧力調整というのはガスの圧力で機械的にや

っておりますので、電気が仮に来なくても供給は継続できるということでございます。 

 次、お願いいたします。 

 水害対策という意味では、こういうふうに、これはあるガバナステーションという圧力

を調整する設備のところの遠隔監視の装置の入っている部屋でございますけれども、かさ

上げをしたりしてございます。 

 次、お願いいたします。 

 それから、そうは言っても、じゃあ、ほんとうに広域な水害があった場合に供給停止を

行わないということはない、供給停止を行う可能性があるということはある程度考えらま

す。それは例えば家が壊れたり、あるいは、流されたりと、そういうことで地上部に出て

いるガス管の設備が被害を受けると、そういうようなことが考えられますので、そういう

ときには広範囲にわたった浸水ということを考えますと供給をストップする可能性はある

と。それから、２次災害を防止する場合ということでございまして、この場合はどちらに

しても基本的には低圧という低い圧力のところですね、お客様の末端設備に近いところで

の供給停止ということで影響範囲を極小化するということでございます。 

 それから、次は、じゃあ、供給をとめるときにどういうようなことが仕組みとして持っ

ているかということでございますけれども、次、お願いします、これは私どもの遠隔監

視・制御の仕組みでございますけれども、真ん中に供給指令センターという本社に中央の

コントロール組織がございまして、ここが２４時間体制で監視・制御をしているというこ

とでございます。そこから無線の電波の符号が出ていますけれども、中圧以上については

そこを遠隔監視・制御をしていてコントロールできると。何かありましたら遠隔で遮断が

できる仕組みになってございます。 

 それから、低圧側につきましては、先ほどのガスマイコンメーター、あるいは、地震の

ときに遮断できる仕組みというのがございますけれども、これは地震のときだけの機能で
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ございます。基本的には中圧以上につきましては全て自営の無線を使っておりますので、

低圧のところはＮＴＴドコモのいわゆるパケット通信の携帯電話の無線網を使わせていた

だいております。無線につきましても、電源のバックアップ、これも自前で持っておりま

すので、基本的には停電になっても無線も使用が継続できるというものでございます。 

 最後でございますけれども、供給停止後の復旧活動ということでは、これは基本的には

地震時の復旧の体制というのは、これは全国のガス事業者相互の応援体制があるんですけ

れども、それを地震以外のときにも準用するということでございます。その場合の考え方

としては、被害が軽微な地区から復旧するということと、それから、いわゆる社会的な優

先度の高い病院とかいうところから復旧していくと。基本的には各家庭全てについて、ガ

ス会社の社員が出かけていって１軒１軒確認をするということでございます。 

 それから、一番右の下のほうにございますけれども、ガス協会という協会団体を通じて

相互に応援する体制を持っておりまして、他ガス事業者への応援体制を持っているという

ことでございます。 

 都市ガスの水害対策については以上でございます。 

○梅﨑委員 「東京メトロの水害対策」を私のほうからご説明いたします。 

 １ページをご覧いただきたいと思います。浸水対策の考え方ですが、これは当然といえ

ば当然なんですが、堤防によって高潮や洪水から保護されているということを前提に、集

中豪雨等による内部河川氾濫等から地下鉄を守るということを目的にしております。 

 開口部にはここに書いてあります３つの種類があります。駅の出入り口、換気口・換気

塔、それから、坑口、坑口というのは電車が地上から地下に入る口ですね。この３つがあ

ります。それぞれについて２ページ以下で申し上げます。 

 ２ページをお開きいただきたいと思います。左側が駅の出入り口の浸水対策です。止水

板とここにございますが、浸水のおそれのある駅の出入り口に止水板を設置しています。

この止水板は１つが３５センチの高さのものでありまして、これを２段重ねて７０センチ

という具合になります。地下の駅の１４７駅、出入り口が総数７９２カ所ございますが、

そのうちの５３７カ所、約７割弱でございますけれども、それにこのような止水板を設置

しております。設置してないところは大体高いところということでございます。 

 それから、右側に防水扉というのがあります。この隅田川の以東の駅の出入り口は止水

板に加えまして防水扉、これは全断面を閉鎖するというものでございますが、これを設置

しております。これが米印に書いてございますように、河川管理者との協議によって設置
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を求められたものであります。 

 どういうところに置いているかというのが下に書いてありますが、１１駅５４カ所、東

西線で４カ所、有楽町線で３カ所、半蔵門線で４カ所です。それから、写真を見ていただ

きますと、階段状になっておりますが、東西線では駅の高さをＴＰ＋１メートルにすると

いうことで、ＴＰ＋１メートルに足らないところはこういう階段で高さをかさ上げしてい

るということでございます。有楽町線ではＴＰ＋１.９メートルにしております。ただし、

辰巳はちょっと例外でありまして、防潮堤の外にありまして、これは非常に高くＴＰ＋４.

５メートルというぐあいに駅の高さをしております。 

 なお、半蔵門線はバリアフリーということが最近盛んに言われておりまして、この階段

を設置しておりません。したがって、半蔵門線の隅田川以東ではこの防水扉を設置してい

るということでございます。 

 １ページおめくりいただいて３ページ、換気口・換気塔でございますが、換気口には一

番左側にかいてある換気口浸水防止機というのを設置しております。９５１カ所中９０７

カ所に設置しています。約９５％。設置してないところの大部分は地上よりも高いところ

に換気口を設けておりまして、そういうことで設置する必要がないということで設置をし

ておりません。 

 それから、左のほうの絵で浸水感知器とございますが、これは後ほど申し上げますけれ

ども、これの操作そのものがいろんなやり方があるんですが、浸水感知機で３０ミリ／ア

ワーの程度の雨が降れば自動的に感知をして閉まると、こういう構造になっています。 

 それから、右側は換気塔ですけれども、換気塔につきましては高い位置に開口部を設置

する。この写真は有楽町線の豊洲駅でありますが、塔の上のほうに口が開いておりますが、

ここから換気をするわけです。隅田川の以東の東西線、有楽町線、半蔵門線については河

川管理者との協議に基づいて一定の高さ以上に開口部を設置するということであります。

東西線では大体高さが４メートルから１０メートルに開口部を設けると、こういうぐあい

にしております。 

 それから、次に坑口でありますが、４ページの写真でちょっとイメージを持っていただ

きたいと思いますけれども、最初の上のほうは防水壁です。千代田線の北千住の坑口であ

りますが、左側が内側から見たところ、右側が外から見たところです。それから、防水ゲ

ート。丸ノ内線の中野車両基地の坑口と有楽町線の辰巳の坑口の防水ゲートをここで示し

ております。 
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 ５ページを見ていただきますと、どこにどういうようなものを設置しているかというの

をまとめております。防水ゲートは２カ所、防水壁は３カ所でありますが、丸ノ内線の中

野車両基地の坑口、それから、お茶ノ水の坑口には防水ゲートを設置しております。これ

は神田川の氾濫、増水対策としてであります。 

 それから、日比谷線の三ノ輪に防水壁、ＴＰ＋３.５メートル、東西線の南砂町と深川

車両基地の坑口に防水壁、ＴＰ＋４.５メートル、千代田線の北千住に防水壁、ＴＰ＋３.

５メートル。この高さがちょっと違いますけれども、東西線につきましては設計・建設時

の高潮対策で決められた外郭防潮堤の高さに合わせてＴＰ＋４.５メートルにしています。

それから、日比谷線と千代田線については、これも建設当時の荒川放水路の計画堤防の高

さに合わせてＴＰ＋３.５メートルにしたという経緯であります。有楽町線の辰巳に坑口

の防水ゲートがございます。これは高潮対策として設けているものです。 

 なお、ここに書いてありませんけれども、辰巳には、辰巳は先ほど言いましたように、

防潮堤の外にありまして、坑口の擁壁の高さがＴＰ＋６.７メートルというぐあいに非常

に高く、防波堤の外ですから、相当程度高潮から守るということでＴＰ＋６.７メートル

の高潮対策のための坑口擁壁を設けております。ないところは、地盤が高いところにある

ということで対策をしておりません。それから、米印の２番目に書いておりますけれども、

この防水ゲートを閉鎖するには諸準備で６０分程度が必要ということであります。 

 ６ページをご覧いただきたいと思いますが、「河底からの浸水対策」ということで、地

下鉄を建設した際にトンネルが河川の下を横断する場合、万一河底が崩壊したということ

でトンネルの中に水が入っても、その水がトンネルを伝わって堤内地に流出しないように

河川管理者から対策を求められました。 

 この対策として、トンネルの全断面を閉鎖するトンネル内の防水ゲートを設置しており

ます。それと、先ほどご説明しました防水扉もこの河川管理者との協議の一環でとった措

置でございまして、駅の出入り口から水が堤内地に流れないようにするための対策であり

ます、経緯的には。ただ、これらの対策をとりました防水ゲート、あるいは、防水扉とい

うのは、万一破堤した場合でも地下鉄構内を浸水から守るために有効であると、こういう

ことでございます。下のほうにポンチ絵で図示をしております。 

 どこに設置しているかというのは７ページでございます。４カ所設置しております。一

番右に対象河川が書いてありますが、隅田川対策で３カ所、日本橋川対象で１カ所です。

下のほうに、扉式と落とし込み式の写真を示しております。こういったようなものでござ
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います。これも閉鎖には諸準備のために６０分程度が必要ということでございます。 

 それから、こういったものの操作の判断、指令でありますが、止水板と換気口の浸水防

止機、これは総合指令所という私どもの運行の全ての情報を集め、指令しているところが

ございまして、その総合指令所からの指令、あるいは、各駅の判断によってこれを操作す

るということでございます。 

 換気口の浸水防止機は総合指令所の操作、あるいは、各駅の操作盤からの遠隔操作がで

きますし、それから、手動の操作もできますし、それから、先ほど申し上げました浸水感

知器によって自動的な閉扉が可能です。 

 それから、坑口の防水ゲート、トンネル内の防水ゲート、これはもう列車を停めて操作

するということになりますので、総合指令所の指令によって閉扉をするということでござ

います。 

 なお、神田川に面した丸ノ内線の坑口２カ所、すなわち、先ほど申し上げました中野の

車両基地の坑口と御茶ノ水の坑口でございますが、これは神田川の水位によって判断をす

るということでありまして、そのために水位計と監視カメラを設置して常時監視をいたし

ております。大規模の水害のおそれがあるときは、当然のことながら、本社に対策本部を

設置して判断と指令を行うということでございます。 

 なお、９ページと１０ページに非常体制を一応まとめて記載しております。これはどこ

の組織でもそうじゃないかと思いますが、当社も第１種非常体制から第３種非常体制がご

ざいまして、それぞれの状況に応じてこれを設置するということになっております。 

 それから、１０ページをご覧いただきますと、対策本部を設置した場合の連絡体制であ

りますが、対策本部において東京都内での防災行政無線がございますので、東京都などと

の連絡、あるいは防災機関との連絡を行い、それから、警察署、消防署等々との連絡調整

は総合指令所が行いまして、これが各駅なり列車なり、あるいは、その他の現業機関に指

示をするということであります。その指示は対策本部が基本的には一元的に管理して、対

策本部が指令をするということでございます。 

 以上でございます。 

○秋草座長 ありがとうございました。 

 ４社から大変詳細に説明いただきましたけれども、発表者の方に対してご質問、あるい

は、ご意見等がありましたらば承りたいと思います。よろしくお願いします。どなたかい

らっしゃいますか。 
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審 議 

 

○ちょっと私のほうで質問させていただきますけれども、それぞれ非常に体制その他よく

とれていると思っていますけれども、やはり災害のときには結構腕力が必要だと思ってい

まして、地震のとき、阪神のときは、例えば電力会社の場合にはほかの電力会社から応援、

鉄道の場合はほかの鉄道会社から応援というのがあって、支援をいただいたと思っていま

すけれども、この場合も東京の会社だけの人手というのでは足りないと。関係するほかの

同業者からの支援体制も必要じゃないかと思っていますが、それについてはどうなってい

るんでしょうか。東ガスは何かちゃんとなっていますけれども、ほかは。 

○電力に関しましても、災害のときの相互応援の協定は同じように発動すると思いますけ

れども、ただ、今回想定しています水害ですと、エリア的に例えば弊社の場合の供給区域

全域にわたるような規模にはならないかなという気はいたしますけれども。社内の応援で

不足するような場合には、必要であれば応援を求められると思います。 

○通信でございますけれども、先ほどのスライドにもちょっと書かせていただきましたが、

ＮＴＴグループ各社の災害対策本部が立ち上がりまして、その間で連絡体制をとりまして、

全国から例えば必要な移動電源車とか、弊社でいいますと移動無線基地局車とか、そうい

うのを必要な場所に全部集めるような体制をとってございます。 

○ありがとうございました。 

 ほかに何かご意見はございませんでしょうか。どうぞ。 

○質問させていただきたいんですが、それぞれの単体としては非常にそこの事業にかかわ

る何かが、水害が起きたときの対策としてとてもよく練られていたと感じましたが、例え

ば東京メトロのほうでお伺いしたいんですが、地下鉄の入り口に対してはそれぞれ完璧に

チェックしてあると思うんですが、地下というのは今地下街ですとか隣のビルの内とか、

要するに、メトロの管轄以外のところともつながっていると思うんですね。 

 ですから、そうしたメトロで完璧にしてもどうしても隣と、隣の地下街とつながってい

る、あるいは、隣のビルとつながっているというところから来る水ですとか、そういうと

ころまでおそらく対策を広げて提示していただかなければいけないということがあると思

うんですね。 

 同じようなことが、例えば東京ガスの場合には拠点施設はあまり動かしたくなくて、と
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りあえず末端施設を現地に出動して操作するというお話でございましたけれど、じゃあ、

大水害のときに実際に現地に出動していくことができるのかというと、それは交通渋滞で

あったり水が来たりしてほんとうに行かれるのかどうか。それぞれ単体としては完璧なシ

ステムが組まれていても、それを機能させるためにその周辺領域まで考えてやらないと多

分実際にはうまくいかないのではないかということがちょっと気になりました。 

○ありがとうございました。 

○ちょっと今の点で私が。確かに、そういう相手がありまして、我々は接続するビルとか

地下街とどうやって連携するかということなんですが、接続先の管理者と接続時に基本協

定を締結して、維持管理協定を各駅で結んでそういうことでやっているわけですけれども、

我々の対策は先ほどの質問の完璧にやってもということでありますが、我々の対策が完璧

かどうかというのはちょっとありますけれども、関連したビルとかそちらのほうから漏れ

てくる可能性を確かに否定できないだろうと思います。 

○先ほど中央監視ということで本社から遠隔で監視しておると申し上げましたけれども、

それと別に、例えばガス漏れのお客様への対応ということで、首都圏に４０カ所ぐらいそ

ういう前進基地みたいなのがございまして、そういうところは２４時間体制でやっており

ます。ということで、多分水害の情報を見ながら、その状況を見て我々は動員の体制を組

みますので、その中で最も近いところから行くというスタイルになってございますので、

基本的に途中が被害を大きく受ける前にそういう体制がとれると思っていますので、そこ

のところは現時点では大丈夫かなと思っているんですけれども、そんなお答えでよろしい

でしょうか。 

○ありがとうございます。 

 ●●委員、お願いします。 

○２点あるんですけど、１点は、水というのは勾配が１０万分の１、すなわち、１キロで

１センチの高低差で流れますので、このハリケーン・カトリーナで２４万平方キロの浸水

域が出たわけですよね。ですから、低いところに水がたまるということで、となると、浸

水した後、排水しながら、電気、ガス、水道、通信というのを地域的に復旧していかなき

ゃいけないわけですよね。そうすると、それらのライフラインがばらばらで地域復旧する

と、電気は回復したけど水道が来ないとか、あるいは、ガスが来ないというような形にな

りますので、やはり被害地域の情報の一元化というか、どこからライフラインを復旧させ

るかという、そういうことをやっぱり協議する場がどうしても要るわけですね。 
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 阪神大震災でも、大阪ガスの復旧戦略とか関西電力の復旧戦略というのは、それぞれが

ベストのやり方をやっていただいたんですが、でも、電気が来てないところにガス送った

って生活できないし、例えばそういう問題が出てきましたので、今日プレゼンテーション

していただいたライフラインについて、是非、どの地域からどういうふうに復旧させるか

という、そういう情報の共有化をまず図っていただく必要があるだろうと思います。 

 それから、もう一点は、特に地下鉄ですけれども、世界の地下鉄の浸水を見てみますと、

まず例えば東京メトロはＪＲと乗り入れしているんですよね。そうすると、ＪＲが川を橋

梁で横切っているところから川があふれて、地下への線路の斜面から水が来るというよう

なことは絶対考えておかなきゃいけない。これはチェコのプラハもそうですし、台北の地

下鉄も浸水したのは、郊外や山で降った雨で浸水した市街地から地下鉄に入って都心まで

来たということなんですね。ですから、自分のところのテリトリーのところだけをやって

おったんでは不十分だということなんですね。 

 それから、当然、街路が浸水しますので、下手すると地上にいる人が地下に逃げてくる

んですね。２０００年の東海豪雨水害のときに名古屋の地下鉄の駅３つに水が入ったんで

すが、２,０００人ぐらいの市民が逃げてきたんですね。 

 それで、駅員はそれをどうしていいかわからなくて結局、構内に入れたのですが、たま

たまホームまで水が来なかったからよかったんですが、地下は雨が当たらないものですか

らみんな逃げてくるというか、そういうことが起きます。 

 しかも、今日のプレゼンでありましたように、高さが７０センチぐらいの防水壁ですか

ら、それ以上の氾濫水が乗り越えて地下道へ入ってくることはできるわけで、ですから、

いわゆる地下を利用している人たちに浸水が起こったら何しろ地上に上がらなきゃいけな

いというようなことを言っておかないと、地下は水がないから、あるいは、雨が当たらな

いから大丈夫だと思って逃げてくる市民が結構おられるということも、やっぱりこれから

の避難対策の中で考えておく必要があると思います。 

 以上です。 

○ありがとうございました。 

 ●●委員。 

○これも質問ですけど、１つは水災害とは関係ないのですが、例えば生物テロのような場

合、炭疽菌を散布されたというような場合に、地下鉄の場合は列車が走ることによってピ

ストン運動のようになって、地下鉄の全システムにそれがばら撒かれてしまいます。そう
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いうようなことを防ぐために、総合指令所で何か変なものがどこどこ地点で撒かれたと検

知し、トンネル内に設置されている防水ゲートなんかを、こことこことを閉めろという、

指示ができるようになっているのでしょうか。 

 それから、もう一つ、そういうような場合に、各駅にある換気口は、これを閉めるか、

閉めないかは誰がどのように決断して指示するのでしょうか。閉めれば中に炭疽菌が充満

するし、開ければ外を歩いている人も感染することになります。この判断は誰がどうして

行うのでしょうか。 

 ３番目の質問は、水の場合は高いところから低いところへ流れるのは当然なのですが、

かつて台北の地下鉄で水害の事故がありました。高いところにある駅の周辺一帯に異常な

降水があって、その駅から坑内に水が入るのを止めることができなかったわけです。そう

すると、その水は地下鉄の中を導水管のように通って、下町にある地下鉄の駅の中から大

量な水が出てきて下町を水びたしにしました。地下鉄駅の入口を高くしておけば安全だと

言うけれども、もし異常な出水の場合には周辺の雨水が全部地下鉄に行くわけです。そう

いうところを訓練されているかということですね。 

 それから、もう一つは電力の問題ですが、さっきも言われた情報の共有ですね。末端の

ほうに行くと６,６００ボルトの電圧で流れているわけですね。そうすると、そこに何か

事故が起きて地盤がえぐられたというので、現場にクレーンやシャベルが行くことになり

ます。そのような時に、電力会社が確実に現地の状況を掌握して対応しているのでしょう

か。大きな交差点では、その下にガスも渡っている、電気も渡っている、水道も渡ってい

るというときに、必ずしも共同溝ではないですから、交差点付近の埋蔵されたライフライ

ンの図面など、この交差点はどういう具合に水とガスと電気と電話が埋まっているのか、

ショベル車の操縦手は、どのようにして情報を知り、工事を行うことになっているのでし

ょうか。 

 もう一つ質問があるのですが、先般、旧江戸川でクレーン船がプームを下すことを忘れ

て電線の下を通り、高圧電線を切断してしまった事故がありました。かなりの時間、広範

囲の地域が停電したことがあります。次の日、必ずと言って良いほど、停電区域が新聞に

出るんですね。普通の国では、あのような情報は公開しないと聞いています。どこが切ら

れたらどこが停電するかというのは非常に秘密度の高い対テロ情報だというのに、日本で

は新聞に全部出てしまう。市民の「知る権利」も大切ですが、やはり対テロ対策の観点か

ら、どこを切ればどこが駄目になる情報を相手に教えるわけですから、情報の遮断は誰が
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どういう権限で止めるかということです。以上、質問は５つでございます。 

○ありがとうございます。 

 コメントございますか。 

○まず私のほうから。 

 ●●委員の今最初に言われたやつは、生物科学兵器みたいなもの。 

○毒ガスとかですね。 

○仮にそういうようなものがあれば、正直言って、我々はまず旅客を安全に避難させると

いうのが第一の課題でしょうね。電車を動かすことによってそれが発散するというか拡散

する危険性があるというならば、それは列車の運行を止めるというのが常識的な措置だと

思いますね。止める措置をどうするかは、基本的にはやっぱり対策本部的なものがあれば

対策本部長が判断するんでしょうけど、当然のことながら、総合指令所から我々のほうに

その状況の報告があって、できるだけ早くそういう判断をするということになると思いま

すね。 

 それから、換気口の話がありましたけど、換気口を使ってそういうぐあいにやるという

ことであれば、当然のことながらほかの換気口は閉めることにやっぱりするということに

なると思いますね。 

 それから、駅の高いところから水が来ると。これは水の話だったですね。これはなかな

か正直言って、うちの会社は８路線中６路線で他社と相互直通していますから、そちらの

話に実はなるので、我々がちょっと手が出るところは比較的少なくなりますが、常識的に

考えてそういうところからどんと地下鉄のほうに水が流れてくるというのは、入ってくる

というのはあんまり、しかも大量に入ってくるというのは一般的には考えにくいんじゃな

いかと思いますが。とちょっと思って聞いておりましたが、不十分かもしれませんが。 

○ありがとうございました。 

 ほかに。●●委員、お願いします。 

○先ほどのご質問の電力のほうを若干お答えさせていただきたいと思います。 

 １つは、今おっしゃったように、交差点とかそういうところにいろいろ電気、あるいは、

ガス、水道、いろいろなものが中に入っておると。これをどこまでだれがどうつかんでい

るのかということでございますが、結論から申しますと、これは実際それぞれの事業者の

ほうでそれぞれそういった図面を管理しております。 

 ただ、基本的にはそれぞれの電力なら電力が中心で、そこで、それに関連するような箇
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所について、ガスとか水道とか、これはこういうふうになっているなというようなところ

を管理しているということで、やはり何か事があった場合にはそれぞれの事業者の中でそ

の辺の情報を見ていくのと、必要に応じて、これは先ほどの情報共有という話もありまし

たけれども、関係のところと連絡をとりながら対応していくということになろうかと思い

ます。 

 それから、もう一点、旧江戸川での停電関係、大変これはいろんな面でご迷惑をおかけ

したわけでございますけれども、全くおっしゃるとおりでございまして、やはりどこの送

電線なり、そういったものがどう切れたときに、どこがどう影響がするのかというのはセ

キュリティという観点では非常に大事なポイントであるというふうに私らは思っておりま

す。したがいまして、実際の電力の系統の図面、そういったものの取り扱いは非常に慎重

な扱いをしております。そういう意味で、一般的にはそこがどういう状況でどこが切れた

らどうなるかというのは極力出さないようにし、また、これについてはご遠慮させていた

だいているということでございます。 

 ただ、さはさりながら、昨年８月のような停電が実際に起きた場合に、やはり一般の

方々、マスコミを含めまして、一般の方々はどこにどれだけの停電が、影響が起きたかと

いうことは、これは生活というような面でも非常にご関心事でございますので、これは結

果としてやはりそこがきちっとその情報をご提供していかなきゃいかんだろうと思ってお

ります。それは、その後のことを考えれば、確かに前段のお話にリスクという面では少し

問題があるかもしれませんが、これはそういうことでご理解いただければと思いますが。 

 以上でございます。 

○ありがとうございました。 

 ●●委員。 

○いろいろ各機関が勉強されたり対策をとられたりしているので少し安心しました。私は

よく羽田へ行くとき湾岸道路を使うんですけれども、湾岸道路はお台場から地下へ入った

り上がったり繰り返しているけれども、どうも防水扉がついているふうには思えないんで、

ちょっとそこをお調べいただいたらいいんじゃないか。それから、アクアラインですね。

浮島のジャンクションは複雑な半地下、地下構造になっていますが、浸水の対策がどうな

っているのか自信がない。それから、サービスエリアの「海ほたる」も東京湾の中にぽつ

んと浮かんだ島ですけど、あれの浸水対策はどうなっているのかなと。 

 それから内陸部の大抵の高速道路は高架になっていますけど、常磐自動車道で１カ所、
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埼玉県の三郷でＪＲ武蔵野線とクロスするときに高速道路側が下へ入っているんですね。

三郷というのは、ご案内のとおり０メートル地帯ですから、おそらくあの常磐自動車道は

マイナス何メートルというフォーメーションで入っているので、利根川とか江戸川が溢れ

ると、あそこの１カ所のおかげで常磐道が交通途絶するという、たしかそういう結論が出

ていたと思うので、これもフォローしていただけたらと思います。 

○ありがとうございました。 

 次、●●委員、お願いします。 

○先ほど●●委員のほうから、優先順位というようなお話がちょっと出たかと思いますが、

ご質問が。やはり災害が起こったときに、通信という観点、あるいは、ライフラインとい

う観点で考えますと、いかに緊急の情報通信といいますか、そういう緊急通信を可能にす

るかということが大事だろうと私どもは考えております。 

 したがって、どういう順番に手配をしていくかというのがあるわけですけれども、全て

地下のケーブルから何からと、これはできないわけでございますので、例えばつながると

ころの携帯電話だとか衛星携帯、こういったものを緊急機関あるいは病院とかそういうと

ころに配備をする。 

 そうはいっても、電源がないと充電ができないということになりますので、そのときに

は発動発電機とかを持っていくわけですけれども、今度は、じゃあ、水害のときに発動発

電機は実際車で運べるかどうかという問題が出てまいります。そうすると、船とかそうい

うのは持っていないので、一体どういう手だてで運んだらいいだろうかというのがござい

ますし、じゃあ、そこも安全に着くにはどうしたらいいだろうかと、そういう点は非常に

今私自身も心配をしているところであります。全部ヘリコプターでできるかというと、そ

うでもないんではないかなと。 

 したがって、各社それぞれやっぱりライフラインを持っているところというのは、それ

ぞれのところの回復というのをどんどん急ぐべきであって、それぞれのところがどこかに

共通的なところに要請をして、こういうことについてはどうでしょうかというような情報

交流をしていただければ私は十分ではないかなと。どこかの指令によって全体が動くとい

うことではなくて、各ライフラインのところをそれぞれが従前から培った復旧順位という

のを持っていますので、それぞれのところがどんどん立ち上がってくるということで、そ

のいろんな情報の整理をどこかでしていただくというような形にしてもらえばいいのかな

と思います。 
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○ありがとうございました。 

 ●●委員。 

○前回もちょっと触れたんですが、今、●●委員が提起されたのは、私は実際に危機管理

なんかをやっていますと大変大事なことなんだと思うんですが、日本の場合一番欠けてい

るのは、それぞれがタコつぼで自分のテリトリーは割合きちっとやるんだけれども、相互

の関連性ということについては、なかなか思いが至らないんですよね。 

 さっきちょっと電力のほうからもご説明がございましたけれども、やはり例えばガスは

電力がなくても全部自前でいけるというようなご説明があったけど、基本的にはやはり電

力等を中心にして相互に全部関連性があるんですよね。風が吹けば、桶屋がもうかるじゃ

ないけども、電力が電断したら一体どういうところにどういうふうに影響してくるんだと。

つまり、この部分がやられたら、この地域についてはこれだけの影響力がいろんなところ

に出てくるというものをトータルで、ある程度シミュレーションできる、そういうことと

いうのは大変大事なんですよね。 

 そのときのネックというのは、さっきもちょっと話があったけれども、まさにセキュリ

ティといいますか、そういうのを大体みんな理由にするんですが、例えばサイバーテロの

ときにやっぱり全体的にトータルで監視する仕組みというのは実は国レベルでは欲しいわ

けですよね。ところが、それについては民間のレベルからしますと、そんなものを全部さ

らけ出して、一体、じゃあ、どこが管理するんだよと。国に全部差し上げて、じゃあ、民

間はつまり、じゃあ、プラスは何だとか。なかなか情報共有というか、やはりここがやら

れたときにはこういうところに影響してくるというのは、ある意味でかなり機密性の高い

部分なんですよね。そこのところをどうするかというのは大変大事だろうと思うんですよ。 

 これは仄聞するところ、アメリカ等では半官半民的なところがやはりトータルでそうい

うものの情報を管理して、いざというときにそれがいわゆる情報をそれぞれの分野、セク

ションに提供するとか、それから、官は官に対してもそこから情報を提供する。または、

官の側からそこを通じて民に対して提供するというような、そういうトータルでの対応を

考えるという発想が非常にあるんですよね。 

 ここら辺がやはりこれから災害対策をやる上で大変大事なポイントだと思いますので、

特にサイバーテロを別にすれば、こういう災害という点では割合話が進めやすいんだろう

と思うんですよ。ですから、鉄道にしろ何にしろ、重要インフラが相互にやはりそういう

関連性、どういうところにあるんだということをやはり情報交換をし合うと。そのために
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どうすればいいかと。何か計画を建てようとするときに、そういうところはやはりお互い

に意見交換をするという、それで進めていくような、そういうことが大事なんじゃないか

なという気がしますので、ぜひ今日のそれぞれの重要インフラからのご発表もございまし

たけれども、それにやはりさらに敷衍をして、今言ったような観点からのご検討もされる

とありがたいと思います。 

○ありがとうございました。 

 大変貴重なご意見、また、問題提起をいただきました。ありがとうございました。これ

からの事業を含めて、一つ一つつぶして、またお答えできるものはお答え、対応をとりた

いと思っています。 

 洪水被害ということで、この４社は多分非常にそれぞれすばらしい対策をとっておられ

ると理解しまして、そういう意味ではたまたま４つですけれども、４つの会社の情報共有、

連絡というのは多分それぞれ強い指令所というのを持っていて、どれかができてないとや

りにくいんですが、割と先進国の日本としてはやりやすい環境にあるなと感じています。

そういう意味で、日本らしい非常に整備された世界での情報共有、あるいは、対応ができ

るんじゃないかと思っています。 

 もう一つ、また、セキュリティと情報公開という非常にバランスが難しい問題がありま

すが、日本はとにかくどっちかといいますと情報公開というのはちょっと重いというか、

軽いという、情報、それに対するセキュリティは弱いという感じがしますので、それのバ

ランス等についてはやっぱりこれから何があるかわからないので、これだけのシステム化

されたそれぞれのインフラだからこそ、逆に非常に重要な課題だと思っています。 

 時間もかなり押していますので、この辺でちょっと。 

○１つだけ。 

○じゃあ、最後、お願いします。 

○先ほど●●委員から復旧に際しての情報の共有というようなお話がございまして、ちょ

っと東京都の今の考え方だけご紹介したいと思うんですが。現在、私どもはこの１月に素

案を発表いたしましたけれども、地域防災計画の震災編と風水害編の見直しをしたわけで

ございますが、復旧に関しましても今まで手薄だったものですから、災害対策本部を設置

したときには必ず調整会議を開いて、復旧に関しましてライフラインの関係者を全部集め

て、そこで情報を共有してどこから手をつけるか、これは道路も全部入って行おうという

ことで考えております。そういう仕組みをつくってそれぞれの方々、東京電力も含めまし
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て委員になっていただきまして全部協議をしてまいりました。 

 まだ細かい点、これから実際に運用していくマニュアル等についてはこれから検討いた

しますけれども、一応仕組みとしては、そういう仕組みをつくってきたということでござ

います。 

○ありがとうございました。 

 それでは、ちょっと休憩をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

休 憩 

 

○秋草座長 それでは、会議を再開させていただきます。 

 議題の２）「大規模水害時の浸水想定」について審議したいと思います。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

 

資料説明 

 

○池内参事官 それでは、お手元の資料６、資料７を用いまして、浸水想定の基本的な考

え方をご説明したいと思います。 

 まず資料６でございます。 

 治水施設の整備目標、現況でございます。利根川、荒川につきましては年超過確率が 1

/200 の規模の洪水を対象に治水施設の整備を進めております。この 1/200 の洪水という

とめったに来ないんじゃないかというイメージがございますが、これは実は３０年間に発

生する確率を計算すると１４％といった確率でございます。ちなみに、この 1/200 の規模

の洪水というのは利根川の場合ですとカスリーン台風規模の洪水に相当いたします。 

 次に、今まで何をやってきたのか、治水施設の整備状況はどうなのかという点について

でございます。これにつきましては、資料７の１ページをお開きいただきたいと思います。

それで、この１ページに示しておりますのは、横軸が年、縦軸がその年の最大の洪水流量

でございます。それで、カスリーン台風時の洪水というのはこの伊勢崎市の地点におきま

しては約２万２千立方メートル毎秒の流量でございます。その後、キティ台風、アイオン

台風等と来ております。 

 現在の治水施設の能力、この地点におきましては、右端のほうに青い太枠で示しており



 -30- 

ます。こういった状況を見ますと、戦後の治水施設の整備によりまして、２３年、２４年、

あるいは、平成１０年といった比較的大きなものについては対応ができるところまでは整

備が進んでまいりましたが、さはさりながら、カスリーン台風規模のものが対応できてい

ないということで、こういったものがやってきますと再度氾濫する可能性があるというこ

とでございます。 

 それから、２ページでございます。これもおさらいになりますが、今までやってきた内

容を簡単にまとめておりますが、上流部のダム、それから、中下流部の左下に書いてあり

ますような川幅の拡幅ですとか、あるいは、河道の掘削、堤防整備、あるいは、中流部の

遊水地の整備等々をやってきております。 

 次、３ページでございます。利根川における治水事業の効果、これは特に一番厳しい地

点の川俣地点で見てみますと、この青い部分が川の流せる能力、それから、赤い部分がダ

ムとか遊水地で水を洪水調節する能力でございますが、おおむね７割程度になってきてい

るということでございます。 

 ４ページでございます。この能力も地点によって変わってまいります。例えばカスリー

ン台風のときに決壊いたしました栗橋地点、ここにおきましては、河道の能力と上流部の

洪水調節の能力、こういったものをあわせまして約８割を超える程度にまで整備が進んで

きているということでございます。 

 次、５ページでございます。今度は荒川でございます。荒川につきましても近年非常に

大きなのはこのカスリーン台風でございます。北区の岩淵地点におきまして、１万５６０

立方メートル毎秒の洪水流量でございます。これに対しまして、現在の治水施設の能力は

この地点におきましては約８,３００立方メートル毎秒になっております。かなり進んで

きておりますので、例えばその後発生いたしました昭和３３年の狩野川台風、あるいは、

５７年の台風１８号、あるいは、平成１１年の熱帯性低気圧、こういったものに対しまし

ては対応できる程度にまで進んできておりますが、さはさりながら、ここもカスリーン台

風規模のものがやってくると決壊する可能性があると。 

 しかも、この荒川の場合、カスリーン台風は 1/200 の規模というわけではなくて、上の

ほうに書いておりますが、治水施設の長期的な整備目標流量１万４千８００立方メートル

毎秒、これが大体 1/200 の規模の洪水でございます。 

 ６ページでございます。荒川につきましても、これもおさらいになりますが、上流部の

ダム、それから、中流部の遊水地、あるいは、中下流部の堤防の整備等を進めてきており
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ます。 

 ７ページでございます。荒川における治水事業の効果、この岩淵地点でございますが、

河道の流下能力の向上、あるいは、洪水調節施設の整備によりまして６割弱程度にまで進

んできているということでございます。 

 ここで再度、元の資料６、縦長の資料に戻りたいと思います。 

 こういった状況でございますので、カスリーン台風規模の洪水が発生した場合には氾濫

する可能性があるということでございます。 

 そこで、浸水想定の検討対象洪水としてどういうふうに考えていくのかということで、

まずはこの 1/200 の規模の洪水について浸水想定を実施してみたいと思っております。し

かしながら、それを上回る規模の洪水というのも発生する可能性が高いことを示す記録が

あるということがございます。ただし、過去のこの大規模な歴史的洪水というのは非常に

データの精度が低いために、洪水流量の推定精度が非常に低うございます。 

 そこで、今考えておりますのは、まずはこの 1/200 の規模の洪水についてきちっとやっ

てみて、その次にこういった歴史的な大規模洪水の記録を踏まえまして、洪水流量を変化

させて、要は感度分析をやってみてどの程度結果が違うのかということを見ていきたいと

思っております。 

 その結果、被害状況がそんなに大きく変わらないんであるならば、この 1/200 の規模の

洪水のもので検討を進めていくと。もしこれで大きく変わるようであるならば、また別途

大きなものも検討対象にしていくということを考えております。 

 その次に、これも前回、前々回出ておりましたように、左右岸、上下流、いろんな地点

で堤防の決壊箇所を想定してみて、そして、その結果どうなるのかということを把握して

いきたいと考えております。 

 その結果の使い方でございます。５.で応急対策検討用と書いてありますが、これは例

えばある地点でこういう洪水氾濫が起こった場合、具体的に応急対応としてどういったこ

とをやっていくのかということを検討するために、この各ケースの状況とか程度を把握し

てみて、そして、代表的な浸水想定ケースというのを抽出いたしまして、そういったもの

に対応した形で応急対応を考えていきたいということでございます。 

 それから、右の予防対策検討用と書いておりますが、これはいわゆる災害、水害、大規

模水害の被災のポテンシャル、どの程度浸水が想定されるのかということでございます。

これにつきましては、各ケースの浸水状況を重ね合わせて、各地点、地点における大規模
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水害のいわゆる被害の大きさ、ポテンシャルみたいなものを考えていきたい、そのための

浸水想定をつくっていきたいと考えております。そして、この２つの結果から、大規模水

害時の課題を抽出して大規模水害対策の具体的な検討をやりたいと考えております。 

 次に、歴史的な洪水でございます。今度はまた資料７の８ページでございます。まず、

前回の委員会のときに委員から、明治４３年の洪水も非常に被害が大きかった、ぜひとも

検討すべきというご指摘がございました。そういったことを踏まえての資料でございます。 

 まず、左上のほうに昭和２２年のカスリーン台風の洪水の浸水域をかいております。こ

のときは、特に群馬、埼玉に大きく浸水域が広がっております。それから、明治４３年の

洪水の浸水域、これにつきましては東京都区部を中心に浸水域が広がっております。 

 ９ページでございます。実は明治４３年を調べてみましたら、４３年のときの大洪水の

絵はがきがございまして、その絵はがきをそれ以降つけております。その絵はがきの撮ら

れた地点をそこに①から⑨までプロットしております。 

 １０ページでございます。これは明治４３年の洪水で千住付近でございます。男の方が

屋根を突き破って屋上に避難している様子でございます。１１ページでございます。これ

は下谷三ノ輪町の浸水状況でございます。１２ページでございます。これは日本堤という

ことで吉原の土手より千住方面を眺めた浸水状況でございます。次、１３ページでござい

ます。これは浅草六区でございます。六区の中心街の浸水状況でございます。次、１４ペ

ージ、浅草東本願寺前の浸水状況でございます。それから、１５ページが墨田区の向島付

近の浸水状況でございます。次、１６ページ、これは墨田区の太平、本所太平町の惨状と

いうことで、船で避難されておられます。１７ページ、これは被害を受けて、それで、両

国の国技館に逃げ込んだ方々の状況で、１万５,０００人の方が国技館に逃げ込んだとい

うことで、ハリケーン・カトリーナと同じような悲惨な避難状況になっております。１８

ページでございます。深川猿江町、現在の住吉、猿江、毛利付近でございますが、の浸水

状況でございます。 

 次、１９ページでございます。これは明治４３年の洪水記録、それを各地点の浸水位を

推定したものでございます。このときは関東地方で死者約７６９名が出ておりますが、こ

の地図はバックグラウンドの色は右端に出ておりますように標高でございます。高いほど

茶色系統で低いほど青っぽくしております。それから、浸水深を右下に凡例を書いており

ますが、紫っぽいものが５メートル以上、青が２メートルから５メートル、水色が１メー

トルから２メートル、緑が５０センチから１メートルという浸水深でございまして、特に
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東京の下町あたりが２メートルから５メートル浸かっているところが多うございます。そ

れから、上流も結構浸水深が高うございまして、埼玉の北のほうは５メートル以上水に浸

かっている。こういった状況の記録が各地で残されております。 

 それから、２０ページでございます。寛保２年の洪水でございます。これも前回も少し

お知らせしましたが、再度資料をよくチェックしなさいというご指摘でございましたので、

そのチェックした結果でございます。 

 それで、この洪水はやはり江戸時代で最も大きいものの一つと言われておりまして、特

に利根川、荒川が決壊して埼玉平野に非常に大きな被害を与えたと。それから、江戸市中

にも１０日余り浸水があったということでございます。 

 それで、これも凡例は同じでございます。特にこの洪水の場合、上流部におきまして２

メートルから５メートル、それから、下流部におきましても２メートルから５メートル、

あるいは、１メートルから２メートル、こういった広範にわたって甚大な浸水被害があっ

たということでございます。 

 それで、一応これに関連しまして、実はちょっと古文書も調べまして、大きな図面で恐

縮なんですが、参考資料のまず５というものをざっとご覧になっていただきたいと思いま

すが、これは埼玉県が保管しておられました当時の洪水、明治４３年の洪水氾濫の図でご

ざいまして、青っぽく塗った部分がこの４３年の……、参考資料５でございます。一番下

でございます。ございますか。これが明治４３年の埼玉県の保有しておった歴史的な資料

でございまして、青く塗った部分が明治４３年の浸水域でございます。この大宮台地、白

っぽく抜けておりますが、それを除いて埼玉平野ほぼ全域にわたって利根川、荒川が決壊

して浸水しております。 

 それから、同じく、大きな図面の参考資料４でございます。これが利根川流域の氾濫図

ということで、これも同じく明治４３年でございます。この図はちょっと見づらくて恐縮

なんですが、斜め線の点線のハッチ、斜め縦というんでしょうか、左斜め縦に点線が出て

おります。この部分が、利根川が明治４３年洪水で決壊して水につかった部分でございま

す。こういった状況にございます。 

 それから、次に、今度は、じゃあ、1/200 の規模の洪水でどの程度浸かるポテンシャル

があるのかということにつきまして、これもちょっと大きな図面で恐縮ですが、例えば参

考資料３、これは荒川が決壊した場合のポテンシャルマップでございます。これは荒川の

沿川ですね、左右岸を切って、おのおのの地点の一番深い浸水深を重ね合わせたものでご
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ざいます。黄色い部分が５０センチ未満、それから、緑が５０センチから１メートル、水

色が１メートルから２メートル、それから、一番グレーっぽいものが５メートル以上とな

っております。このように荒川が決壊した場合、このように東京の下町地区を中心に各地

で非常に深い浸水深になって２メートル以上になる部分も結構ございます。 

 それから、ちょっと見づらくて恐縮ですが、特にこの東京駅周辺あたりまで黄色に塗ら

れておりまして、浸水の仕方によってはこういった東京の中心部あたりまで水がやってく

るということでございます。これはあくまで荒川が決壊した場合の図でございます。 

 次に、参考資料、大きな図面の１ですね。これが利根川の本川が決壊した場合の図でご

ざいます。利根川本川が決壊した場合、特に埼玉平野が大きな浸水深になっておりまして、

２メートルから５メートル、ところによって５メートル以上の浸水深になる場所が広範囲

にわたって分布するということがよくわかると思います。 

 それから、次に、恐縮です、参考資料２です。これは江戸川が随所で決壊した場合の図

面でございまして、これも同じく埼玉平野から、あるいは、東京都の葛飾区等を中心に大

きな浸水深になるということが想定されている。これもあちこち決壊した場合の浸水深の

一番深い部分に色を塗ったものでございます。 

 以上でございます。 

 それで、これではちょっと図面では状況がよくわからないと思いましたので、イメージ

写真というのをつけております。Ａ４判の非公開資料の１をご覧になっていただきたいと

思います。非公開資料１でございます。ございますか。それで、非公開資料のちょっと後

ろの部分に写真の位置図を載せておりますので、そのＡ３判縦長に広げていただいたらい

いかと思います。非公開資料、前半部分がＡ４判横長で、後半の１６ページ、１７ページ

がＡ３判縦長になっております。そのＡ３判縦長の紙に、この紙でございますが、ござい

ますか。非公開資料の１６ページを横に置いていただいて、非公開資料１の１ページから

順番に各地の浸水の様子を示していきます。 

 ①が北川辺町役場付近、それから、次に②ＪＲ栗橋駅前、それから、③国道４号、１６

号の交差点、春日部でございます。この青く塗った部分がその想定される浸水深でござい

ます。４ページ、④の東武線春日部駅前、５ページ、⑤つくばエクスプレス三郷中央駅前、

６ページ、千代田線の北綾瀬駅前、７ページ、足立区役所前、８ページ、葛飾区役所前と

なっています。 

 次に、今度、荒川のほうに移ります。非公開資料１７ページに位置をかいておりますが、
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⑨ＪＲ北千住駅前、１０ページ、ＪＲ錦糸町駅前、１１ページが浅草雷門前、それから、

１２ページの⑫大江戸線新御徒町駅前、⑬つくばエクスプサス秋葉原駅前、⑭東京証券取

引所前、⑮江東区役所前、となっております。 

 それと、もう１点だけ説明したいと思いますが、非公開資料２でございます。これも前

回委員からご指摘があった話でございますが、左右岸、決壊箇所が違った場合はどうなる

かというものの、まだ一部しか作業できていません。左右岸の決壊による浸水状況の被害

の一例でございます。 

 まず、１ページでございます。これは栗橋地点近傍の、右のほうが栗橋ですね、堤防が

決壊した場合でございます。ここが切れた場合には氾濫面積約５３０平方キロメートル、

浸水戸数約８７万戸、被災人口は約２３０万になっております。ちなみに、このほぼその

付近の対岸、北川辺町が決壊した場合、この場合には氾濫面積は約７４平方キロ、浸水戸

数約１万戸、被災人口約３万６,０００人となっております。 

 次、２ページでございます。今度は同じく荒川も１例だけやって検討してみましたが、

荒川の左岸、さいたま市付近で決壊した場合でございます。この場合には、氾濫面積が約

１９０平方キロメートル、浸水戸数が約７３万戸、被災人口が約１８０万人。右のほうが

その付近の川越市付近で右岸が決壊した場合でございますが、右岸というのは流下方向に

向かっての右側でございますが、氾濫面積が約１８０平方キロメートル、浸水戸数が約６

３万戸、被災人口は約１５０万人となっております。 

 以上でございます。 

○秋草座長 ありがとうございました。 

 ただいまの事務局の洪水想定についての基本的な考え方について、いろんな歴史的な資

料等を集めて説明がありましたけれども、ご意見等ございましたらお願いします。 

 

審 議 

 

○この委員会の第１回にもそういうお話が出たと思うんですけれども、今２００年に１回

の洪水ということを一番被害が大きいのを想定していらっしゃるようですけれども、この

ところの地球温暖化とか異常気象が重なる中で、この２００年に１回というものがどうな

るのかと。桜前線も間違えるような気象庁ですから、それがどうなのかわかりませんけれ

ども、気象の専門家などへのヒアリングみたいなものというのはしていらっしゃるんでし
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ょうか。 

○地球温暖化に関して、ＩＰＣＣ、政府間の共同パネルがございます。その中で言われて

おりますのは、地球が温暖化いたしますと、雨の降り方が変わり、降り方自体もだんだん

と日本も熱帯化といいますか、非常に雨の降り方が激しくなるということが言われており

ます。しかも、偏りが出てくると。降る場所は降ると。逆に降らない場所は降らないと。

だから、洪水、渇水が激しくなるということが想定されております。 

○となると、今までの２００年に１回というのがもっと場所によっては１００年に１回ぐ

らいのことが起きるという可能性がある。 

○そこのところは、何年に１回なるということまでは検討できておりませんが、今までよ

り厳しい状況になるということは十分にあり得ることだと思います。 

 ただ、そこで、じゃあ、どういう流量をとるのかというのはよくわからないものですか

ら、とりあえず先ほどお示ししておりますようにまず２００年に１回の発生確率の洪水で

やってみて、それ以上の洪水が発生した場合、どの程度浸水状況が変わるのかと感度分析

をしたいと思っております。 

○図面を見せていただいているんですが、私たちは専門家だからどういうふうに計算して

こうなっているかというのはわかるんですが、例えば利根川とか荒川の流域全体に何億ト

ンぐらい水が、雨が降ってたまって、そのうち、河道から市街地に何億トンぐらい出てく

るとこういうふうになるんだということを示してください。ちょっと頭でイメージできる

ような入力条件を教えていただいたほうが、カスリーン台風のときの雨と言ったってみん

なわからないじゃないですか。ファイナルでどれだけ降ったということしかわかりません

のでね。実際には時系列で計算してこうなるので。 

 やっぱり条件が直感的に把握できるように、例えばニューオリンズは市街地に９億５,

０００万トンの水が入りましたといったら、市街地の面積で割ったら平均どれぐらいの浸

水深になるかわかりますよね。 

 ですから、今浸水の面積とか出していただいているんだから、一体この計算では全体で

どれぐらいの雨が、何億トン降ったのか、それが市街地にどれぐらい氾濫しているのかと、

そういう量を教えていただくと、例えば対策をつくっていくときに、この浸水量を１割減

らしたらどうなるのか、２割減らしたらどうなるのかという議論ができますよね。雨はも

う我々でコントロールできないんですから、川から外へ出る氾濫水を何とかコントロール

したいわけでね。 
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 ですから、対策につながるようなイメージのわく数字の出し方をしてほしいんですが。 

○検討させていただきます。 

○これは荒川とか利根川とかという川に限定されていますけど、都内にはもっといろいろ

川があるわけで、その川が氾濫しないということはないわけですよね。その氾濫量もあわ

せるともっと大きくなるんじゃないんですか。 

○おっしゃるとおりでございまして、今お示ししましたのは利根川とか荒川だけでござい

ます。ですから、この図面ですと、例えば大宮台地の上ですとか、あるいは、山の手の上

がつからないという結果になっておりますね。先生がおっしゃるとおりでございまして、

中小河川があふれた場合には当然高い山の手でも浸かる可能性がございます。 

 ただ、実はそういう中小河川の氾濫につきましてはある程度対応策が東京都を中心にで

きてきているものですから、もちろん、先生がおっしゃるとおりなんでございますが、今

回の主な検討対象としては大規模河川にしております。 

 あと、もう一つは、中小河川と大規模河川で若干時間差がございまして、中小河川のほ

うは雨が降るとすぐ、ひどい場合には数時間で水が上がってまいります。大河川の場合に

は遠くの群馬とか、あるいは、栃木とか、あの辺で降った水が延々とやってまいりますの

で、時間差がございますので、そこは多分時間差があるのかなということも想定しており

ます。 

○●●委員、お願いします。 

○すみません。地図を見せていただいて大変おもしろいなと思って見たんですけれども、

とりわけ利根川と荒川の左岸と右岸を両方切った図がありますけれども、これはたまたま

この地点を切ってみたということなのか、それとも、何かこの１３９キロ地点と、それか

ら、荒川の４０キロ前後のところ、ここには何か意味があるのかと、それをちょっと教え

ていただきたいんですが。 

○まず、利根川の右岸のほうは、これは過去に大規模なカスリーン台風のときに切れた地

点ということでございます。あと、もう一つは、あの付近が切れた場合、一番大きくなる

可能性が強いというところでございます。 

 逆に、左岸は下流側に渡良瀬遊水地がございまして、そこで受けるんですね。だから、

渡良瀬遊水地が非常に大規模になったような形で、いわば大規模な遊水効果があり得ると

いうことで切ってみたと。 

 ただ、ああいうものを、あそこだけではなくて今後いろんな箇所でやってみて、氾濫形
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態がどう違うのかというのをお示ししたいと思っております。 

○今までやっぱり河川の洪水対策というのは、右岸も左岸も上流も下流も全部守るという

ことでやってきて、こういう図というのは僕らはあんまり見たことがなかったんですけれ

ども、やっぱり川の全体の危機管理を考えるときには、やっぱりこういうシミュレーショ

ンはどうしても要るんじゃないかと思いまして、これはどこを切ったときが一番被害が少

なくなる可能性があるのか、どこが切れたときが一番被害が大きくなる可能性があるのか

というのもちょっと一度教えていただきたいなと思います。 

○今後検討を進めまして、いろんな地点で切ってみて浸水状況がどう変わるのかというこ

とはお示ししたいと思っております。 

○ありがとうございます。 

 ほかに。どうぞ。 

○ちょっといいですか。忘れていけないのは、地盤沈下の影響なんですよね。これは平面

図で例えば明治４３年の水害がこうだってなるんですけれども、実は江東区で昭和１０年

から昭和６０年までの５０年間で最大４.５メートル沈下したところがあるんですよね。

ですから、当時の水害が今起こったらどうなるかということをやっておかないと、何か地

図見ただけではここら辺までしか浸ってないのかといって、両方の比較をして、いや、こ

っちのほうが被害が少なかったんじゃないのかというような短絡的な発想がまかり通ると

まずいもんですから。やっぱりこの江東区のデルタは非常に地盤沈下していますので、同

じような水害が起こったらとんでもない深さになるというようなことをやっぱり言ってお

く必要があると思いますが。 

 

資料説明 

 

○秋草座長 ありがとうございました。 

 大体ご意見が出たようでございますね。 

 次に、３）の議題、「被害想定の検討項目」について、時間があまりありませんので、

事務局のほうから要領よくお願いします。 

○池内参事官 もう時間もあまりございませんので簡単にご紹介して、場合によっては次

回以降もご意見賜りたいと思っております。 

 資料８でございます。検討課題と被害項目案というものでございます。 
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 １ページは、これは前回、前々回お示ししております横軸が時間軸、縦軸が堤防決壊箇

所からそれ以外の地域まで広めたものでございまして、どういったことが起こるのかとい

うシナリオ案でございます。この赤く塗って太字で書いておりますのが定量的な被害想定

を考えている項目でございます。 

 ２ページでございます。これも前回お示しした被害シナリオ案でございまして、横軸が

時間、縦軸が情報、避難、救助・救急等の事項ごとの整理をしております。これも赤字で

塗った部分が、被害想定が必要と考えられる項目案でございます。 

 今回、３ページでございます。前回、定量的な被害想定項目案をお示ししたときに、全

体のシナリオの中でどういう位置づけなのかよくわからないというご指摘もあったもので

すから、この表を整理しております。 

 左のほうは、先ほどお示ししました被害シナリオから抽出したキーワードでございまし

て、人的、物的被害、交通インフラ、ライフライン、経済被害、応急活動支障等々、おの

おの重要だと思われるキーワードを掲げております。 

 真ん中の表が、この定量評価をする場合に、定量評価に基づいて検討すべき課題が何な

のかということをサンプル的に書いております。事前予防の部分では人的被害の軽減とい

うことで、特に適切な避難行動をとらないことによる人的被災の危険性ですとか、あるい

は、避難したくてもできない人の人的被災危険性の明確化を考えております。 

 物的被害の軽減につきましては、特に建物とか資産の浸水する部分の地理的分布ですと

か、あるいは、避難所の浸水被害危険性の明確化とか、あるいは、ライフライン、交通イ

ンフラなんかの浸水危険性の明確化をしてきたと。 

 それから、応急対策活動につきましては、適時・的確な活動リソースをどうやって投入

していくのかということを検討するために、人命救助体制の強化につきましては、例えば

大規模避難と出てまいります。大規模避難と輸送力の需給関係、あるいは、要救助者の需

要と救助力の需給関係、あるいは、救助関係を交通寸断、渋滞等々がございますが、そう

いったものの環境の評価、それから、今度、受け入れ側の需給マッチングの検討等をして

いきたいと。 

 生活支障につきましては、ライフライン支障による生活支障、それから、避難所の生活

需要と収容力の需給マッチング、それから、水・食料・トイレ等の需給マッチング、こう

いったものを調べていくと。 

 水害廃棄物対策では、これも発生量と処理能力のマッチング。 
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 復旧・復興活動につきましては、復興まちづくりの対象エリアと人口の検討、公共イン

フラの復旧・復興、あるいは、直接・間接的な経済損失の明確化、こういったことを検討

する課題と考えております。 

 そういったものを受けて、右の欄でございます。これは前回お示しした被害項目案とほ

ぼ等しゅうございます。人的・物的被害、生活支障、経済被害等とやっていきたいと思っ

ております。前回と若干変わっておりますのが間接被害のうちの経済被害の波及で、被災

地域内、被災地域外、国外の分類をしていることでございます。 

 次に、４ページでございます。本来なら検討すべきだが、なかなか定量評価が難しいと

いうものについて、定性的な評価をしていくということで、これも同じく人的・物的と分

類しておりますが、例えば人的被害ですと地下空間の浸水による死傷者の発生ですとか、

あるいは、建物・資産ですと中枢機能施設の浸水による影響、あるいは、災害拠点病院の

浸水による影響、あるいは、美術館、文化施設の浸水による影響、こういったものを見て

いきたいと。 

 防災情報につきましては、把握と共有化の不足による影響みたいなものを定性的に見て

いきたいと。 

 交通インフラ・ライフライン機能支障の発生につきましては、そういったものの波及影

響、それから、生活支障に与える影響等を見ていきたいと。 

 有害物質・危険物質、これも特に都会にはたくさんございます。石油、放射性物質、生

物剤、科学薬品等がございます。こういったものの環境汚染。 

 あと、知的財産喪失ということで、特にデータ類の喪失。 

 経済被害につきましては、本社機能、金融中枢等の支障による支障、それから、応急活

動支障の発生、こういうものを見ていきたいと。 

 それで、定性的に基づき検討すべき課題というのを、そこも同じようなことを掲げてお

りますが、右のほうに定性的な被害想定項目案を掲げております。 

 地下空間の浸水被害、物的被害では特に役所等の防災拠点がつかった場合の影響、災害

拠点病院がつかった場合の影響等々ですね。情報喪失につきましては、企業、官庁のデー

タセンターの浸水被害、あるいは、住民基本台帳等の浸水被害影響。行政活動につきまし

ては、施設浸水あるいはライフライン支障等々による機能低下。医療福祉も同様でござい

ます。ライフライン支障につきましては、ライフラインの相互依存性によるもの、これは

なかなかセキュリティの関係で難しゅうございますが、できる範囲でやっていきたいと。
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有害危険物質の流出被害、それから、経済被害ということで本社機能、金融中枢、あるい

は、サプライチェーンの寸断、こういったものの影響を見ていきたいと考えております。 

 ちょっと時間がなくてはしょって説明いたしましたが、以上でございます。 

○秋草座長 ありがとうございました。ただいまの検討課題と被害想定の評価項目につい

てご意見ございませんでしょうか。どうぞ。 

 

審 議 

 

○地震と違って、破堤したときに被害がばっと最終的に決まってしまうわけじゃなくて、

例えば利根川の栗橋で切れたら東京湾にやってくるまでに４日ぐらいかかるわけですよね。

ですから、時間を追って被害がどんどん変わるというのが洪水の特徴なんですよね。です

から、対策を出していくときには、ファイナルにどうするかじゃなく、その経過のところ

でも出していかなきゃいけないという、ある意味では非常に難しい対応を迫られるわけで

すよね。 

 ですから、地震と同じように、利根川が決壊したらこれぐらい被害が出る、荒川が決壊

したらこれだけ出るというのは、これはファイナルな値ですから、その途中の値がやっぱ

り把握できるというのが水害の大きな特徴なんですよね。 

 そこのところをやっぱり段階的に出していただいて、後で対策を考えるときに必ずそこ

が問題になると思うんですよね。切れて何もしないというわけじゃなくて、氾濫をできる

だけ食いとめるためにいろんな努力が当然なされるわけで、ですから、時間を追って被害

が大きくなるという形での被害想定をやっていただかないと、最終的にこうなります、そ

の値を見て対策をどうすべきだというんではちょっと不十分だと思いますので、よろしく

お願いします。 

○ありがとうございました。 

 ほかに。お願いします。 

○ぜひお願いしたいのは、いつも地震があったり水害があったりした場合に、国として出

動がおそい。映画なんかを見ていてもそうなんですけど、今、国としてまず発生したら、

発生可能性がどうのこうのと言う前に、今、国としてライフラインの確保、特にテントは

どのくらい備蓄されているかとか、簡易のテントはどういうふうになっているかとか、避

難場所の確保はどうなっているかとかというのをまず確認をすることが大事じゃないかな
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と。 

 確かに、温暖化その他で可能性があるということで、防止策ももちろん、もういろいろ

ご説明を聞いているのでぜひやっていただきたいということがあるんですが、万が一起き

た場合にはまず最初に人命の確保だろうというのが第一で、その次にライフラインの確保

だとか復旧対策というのがあると。 

 しかし、その間に放置されている人たちの救助体制というのをまず第一義的に考える必

要があるんじゃないか。人命がまず第一であれば、避難を実施した後、避難所の確保がど

うなっているか。そのときに、食料や衣料だとか生活用品だとかというのはもちろんです

けれども、いわゆるプライベートスペースを確保してあげるというのが日本で一番おくれ

ている部分があるなというふうに諸外国と比較して思います。 

 備蓄の確保というのはやっぱり重要なことであって、ただ備蓄したからいいということ

ではなくて、５年も１０年も放っておいたって磨耗する部分というのはあるわけですから、

常に入れかえるご努力をされる。しかし、テントその他というのはそんなに予算としてす

ごい金額が必要だというふうにはあまり思わないということなので、例えば備蓄部分につ

いて、古くなったものについて、ほかに例えばインドネシアとかどこかで事故、何かが発

生した場合は、第一義的にそういうものを送って、次に新しい設備を常に増加をするとか

いうようなことを考えていかないといけないだろうと思った場合、じゃあ、我が国におい

て、特に今想定されている洪水について、起きたらどうしようということの前に、まず今、

国として、もしくは、東京都としてどのぐらいの備蓄量があってどのぐらいの生命を助け、

しかも、最低でも１週間なり１０日間、１カ月間維持できるプライベートスペースですね。

もちろん、トイレとかの可能性というのもあると思いますが。 

 備蓄量がまずもって問題だというところなんですが、そこのところはぜひご説明いただ

ければと。もしコンフィデンシャルであればこの場で回収ということもあり得ると。あま

りにも少なかったら多分インパクトがあって動揺をきたす可能性もあると思いますが、ぜ

ひお願いしたいと思います。 

○ありがとうございました。 

 これから対策のところで議論をされると思いますが、またそういうことを意識してよろ

しくお願いします。 

○素朴なお尋ねなんですけれども、浸水想定だとか治水施設の整備水準だとかというのを

今日改めて見せていただいて、これをこのまま私のような素人が見るともう大変だなとす
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ぐに思うわけですけど、このシミュレーションというのは例えばいろんな専門家の方がご

覧になってもやっぱりこんなもんだというふうになるのか、これは見過ぎだということに

なるのか、そうじゃなくて、いや、こんなもんじゃないよということになるのか、そうい

ったようなことについて、このシミュレーション自体がどう評価されるものと考えていっ

たらいいのかということになると、●●委員はどういうふうに思っておられるだろうかみ

たいなことになるんですけれども、そういう私らの素人にも、これがどういった、適切な

見方だというふうに考えたらいいかどうかというのは、何かいろんな議論をするときの出

発点になりそうな気がするんですけれども、そんなものはどんなものなんでしょうか。 

○雨が降って堤防が決壊して市街地に水が出てくるというプロセスは力学的には非常に精

度の高い解析が進んでいます。むしろ、雨の与え方なんかによって非常に変わるわけで、

一端降ってしまうと、この氾濫というのは大変実は精度がいいと考えていただいていいと

思いますが。 

 ですから、やっぱり何でもそうですけど、インプットのところの条件でアウトプットが

実は決まってしまうと考えていただいていいと思いますが。 

○ありがとうございます。 

 ●●委員。 

○ちょっと教えていただきたいんですが、これは検討すべき課題ですけれども、水害の場

合は、私は情報の問題というのはすごい大事だと思っていまして、例えば地震は起きちゃ

った事前の対策と事後の対策になりますが、水害の場合は、事態が動いている中でもって

その情報をきちんと集めて、例えば上流の市町村の情報を下流に流すとか、いろんな取り

組みでもって事態が進行中に情報によって対策を促すことができるという災害だと思いま

すので、その、つまり情報の収集とか、情報の提供とか、それから、情報の共有化という

ような話がさっきも出ていましたけれども、その取り組みをぜひ視点としてしっかり加え

ていただきたいと思います。 

○ありがとうございます。 

 ●●委員、お願いします。 

○やはり我々は東京を考えるときには、もう大規模震災のことをまず先に考えますでしょ

う。いきなりたくさんの人が死ぬわけですから。水害はある程度の予告もあるし、それか

ら、今言われたように、時間的な経過もあるので、少し気を抜くといいますか、そういう

ところがあるんだと思うんですが、アフターマスを考えると、事後のことを考えると、例
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えば捨てるごみだって震災と水害では全く違いますし、それから、感染症の発生なんかも

全然違いますね。ですから、性質の違う災害として次元を変えて考えないといけないと思

うんですね。 

 それと、もう一つ、情報の共有のところで、先ほどのシミュレーションの絵を見ると、

とてもこれだったら地下鉄の中に水が入るんじゃないかとか、とてもじゃないけど電気が

とまるんじゃないかとか、滞水しますから、水というのはそんなに急には引きませんから。

そうだとすると、これはやっぱりガスも影響が出るんじゃないかということなんですが。 

 インフラの方から聞くと、絶対電気はとまらないと、それから、ガスは電気がなくても

行くとか、鉄道は全部閉めるから大丈夫だとか、そういう話を聞くと何かものすごく違和

感を感じるんですよね。 

 ですから、もう少しやはり被害の想定のところを今これからやるんでしょうけど、どう

しても事業者というのはやっぱり安心を与えなきゃいかんですから、消費者に対して、だ

から、かなり強気でやるわけですね。私も昔防衛をやっていましたから、アメリカにはこ

れでもう精いっぱいしかできないと言うし、政治家にはこれじゃあとても足りないと言う

し、国民にはこれでかなりなものだといういわゆる三枚舌を使うわけですよ。 

 これから被害想定をするときに、絶対三枚舌を使わないことですね。 

 

閉 会 

 

○秋草座長 大変貴重な意見をありがとうございました。 

 大体時間となりましたので、本日はこれで議事を終了したいと思っています。大変貴重

なご意見、また、活発なご意見、ありがとうございました。またぜひともこれを参考にし

て進めたいと思います。 

 また、ご発言できなかった方がおりましたらば、後日事務局のほうまでご連絡いただけ

ればありがたいと思っています。よろしくお願いします。 

 次回は今日の残りもございますし、また、先ほど最初にやりましたスケジュール表にの

っとって議事を進めたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 非常に事務局のほうから大変な昔にさかのぼった資料も含めて、ありがとうございまし

た。また、ご出席の皆さんはお忙しいところをありがとうございました。 

 事務局のほうからお願いします。 
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○池内参事官 それでは、皆様方、今日は長時間にわたりどうもありがとうございました。 

 次回につきましては、資料の中に開催予定を書いておりますが、委員の皆様のご都合か

ら、５月３１日、午前１０時、ＫＫＲホテル東京ですのでよろしくお願いいたします。 

 なお、本日非常に資料が多うございますので、資料の送付をご希望される委員の方は、

封筒に資料を入れていただいて封筒にお名前をご記入いただきたいと思います。後日お送

りしたいと思います。 

 それでは、以上をもちまして、本日の専門調査会を終了させていただきます。長時間に

わたり、どうもありがとうございました。 

 

── 了 ── 

 


